
JP 5380638 B2 2014.1.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザのリクエストに応じて、当該ユーザによって指定された少なくとも一人の他のユ
ーザを当該ユーザの友だちとして登録するとともに、ユーザのリクエストに応じてグルー
プを生成し、前記ユーザ及び当該ユーザによって指定された少なくとも１人の当該ユーザ
の友だちとして登録されている他のユーザを前記グループの構成員として登録する登録部
と、
　あるグループの構成員として登録されたユーザの端末に対して、当該グループの情報を
表示させる管理部と、
を備え、
　前記管理部は、前記ユーザの友だちとして登録されていないが当該ユーザを友だちとし
て登録した他のユーザのリストである推薦リストを当該ユーザの端末上に表示させる機能
を提供し、
　前記登録部は、前記グループの構成員として登録されたユーザによって指定された当該
構成員の友だちとして登録されている少なくとも１人の更に他のユーザを、前記グループ
の構成員として追加することを特徴とするメッセージングサービスシステム。
【請求項２】
　前記登録部は、前記構成員として登録された前記他のユーザによって指定された少なく
とも一人の他のユーザを、前記グループの構成員として追加する
ことを特徴とする請求項１に記載のメッセージングサービスシステム。
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【請求項３】
　前記管理部は、当該ユーザの友だちとして登録されたユーザのリストであるメンバーリ
スト及び当該ユーザが構成員として登録されたグループのリストであるグループリストを
同時に表示する機能を提供する
ことを特徴とする請求項２に記載のメッセージングサービスシステム。
【請求項４】
　前記管理部は、前記グループの構成員に対して、前記グループに関連するグループ情報
の編集権限，及び、グループから脱退する権限のうち少なくとも１つを付与する
ことを特徴とする請求項２に記載のメッセージングサービスシステム。
【請求項５】
　前記管理部は、前記グループリストまたは前記メンバーリストによって選択されたメン
バーの端末に対して前記メンバーが連絡先を表示させることを許容した場合、前記メンバ
ーの連絡先を表示させる機能を提供することを特徴とする請求項３に記載のメッセージン
グサービスシステム。
【請求項６】
　前記登録部は、前記ユーザが前記推薦リストから何れかの他のユーザを選択した場合に
は、選択された他のユーザを当該ユーザの友だちとして登録する
ことを特徴とする請求項１に記載のメッセージングサービスシステム。
【請求項７】
　メッセージングサービスを提供するメッセージングサービスシステムのメッセージング
サービス方法において、
　メッセンジャーサーバが、ユーザのリクエストに応じて、当該ユーザによって指定され
た少なくとも一人の他のユーザを当該ユーザの友だちとして登録する友だち登録ステップ
と、
　メッセンジャーサーバが、ユーザのリクエストに応じてグループを生成して前記ユーザ
及び前記ユーザによって指定された少なくとも１人の当該ユーザの友だちとして登録され
ている他のユーザを前記グループの構成員として登録するグループ登録ステップと、
　メッセンジャーサーバが、前記構成員として登録されたユーザの端末に対して、前記グ
ループの情報を表示させる管理ステップと、
　メッセンジャーサーバが、前記ユーザの友だちとして登録されていないが当該ユーザを
友だちとして登録した他のユーザのリストである推薦リストを当該ユーザの端末上に表示
させる推薦リスト表示ステップと
を含み、
　前記グループ登録ステップでは、メッセンジャーサーバは、前記構成員として登録され
たユーザによって指定された当該構成員の友だちとして登録されている少なくとも１人の
更に他のユーザを、前記グループの構成員として追加する
ことを特徴とするメッセージングサービス方法。
【請求項８】
　前記管理ステップでは、メッセンジャーサーバは、前記ユーザが当該ユーザの友だちと
して登録したユーザであるメンバーのリストであるメンバーリスト及びグループリストを
同時に表示する
ことを特徴とする請求項７記載のメッセージングサービス方法。
【請求項９】
　前記管理ステップでは、メッセンジャーサーバは、前記グループの構成員に対して、前
記グループに関連するグループ情報の編集権限，及び、グループから脱退する権限のうち
少なくとも１つを付与する
ことを特徴とする請求項７に記載のメッセージングサービス方法。
【請求項１０】
　前記管理ステップでは、メッセンジャーサーバは、前記グループリストまたは前記メン
バーリストによって選択されたメンバーの端末に対して前記メンバーが連絡先を表示する
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ことを許容した場合、前記メンバーの連絡先を表示させる
ことを特徴とする請求項８に記載のメッセージングサービス方法。
【請求項１１】
　前記友だち登録ステップでは、メッセンジャーサーバは、前記ユーザが前記推薦リスト
から何れかの他のユーザを選択した場合には、選択された他のユーザを当該ユーザの友だ
ちとして登録する
ことを特徴とする請求項７に記載のメッセージングサービス方法。
【請求項１２】
　モバイル通信環境を通じてモバイル端末と接続可能なサーバコンピュータに、
　前記モバイル端末から送信されたユーザのリクエストに応じて、当該ユーザによって指
定された少なくとも一人の他のユーザを当該ユーザの友だちとして登録する友だち登録ス
テップと、
　前記モバイル端末から送信されたユーザのリクエストに応じてグループを生成して、前
記ユーザ及び前記ユーザによって指定された少なくとも１人の当該ユーザの友だちとして
登録されている他のユーザを前記グループの構成員として登録するグループ登録ステップ
と、
　前記構成員として登録されたユーザの端末に対して、前記グループの情報を表示させる
管理ステップと、
　前記ユーザの友だちとして登録されていないが当該ユーザを友だちとして登録した他の
ユーザのリストである推薦リストを当該ユーザの端末上に表示させる推薦リスト表示ステ
ップと
を実行させ、さらに、
　前記グループ登録ステップにおいて、前記構成員として登録されたユーザによって指定
された当該構成員の友だちとして登録されている少なくとも１人の更に他のユーザを、前
記グループの構成員として追加させる
ことを特徴とするメッセージングサービスプログラム。
【請求項１３】
　モバイル通信環境を通じてサーバに接続可能であってタッチパネルを備えたモバイル端
末にインストールされ、当該モバイル端末に、
　構成員追加メニュー及び格納メニューを含むグループ追加ページを前記タッチパネルに
表示させ、
　当該構成員追加メニューがタッチされると、当該モバイル端末を使用するユーザに対し
て当該ユーザの友だちとして登録されている他のユーザを選択させる構成員選択メニュー
を、前記タッチパネルに表示させ、
　前記構成員追加メニューを通じて他のユーザが選択された状態で前記格納メニューがタ
ッチされると、当該モバイル端末を使用するユーザ及び前記選択された他のユーザを構成
員とするグループの生成のリクエストを、前記サーバへ送信させ、
　当該モバイル端末を使用するユーザが構成員となっているグループのリストを前記タッ
チパネルに表示させ、
　前記リストから何れかのグループが選択されると、当該モバイル端末を使用するユーザ
に対して更に他のユーザを選択させて前記選択されたグループの構成員として追加させる
追加メニューを、前記タッチパネルに表示させ、
　前記ユーザの友だちとして登録されていないが当該ユーザを友だちとして登録した他の
ユーザをリストした推薦リストを前記タッチパネルに表示させる
メッセージングサービスアプリケーションプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、メッセージングサービスにおけるメンバー追加を拡張するための
メッセージングサービスシステム及びその方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　メッセンジャーは、有線又は無線のネットワークを介してユーザ間にリアルタイムでメ
ッセージとデータの交換を可能にするソフトウェアを意味する。このようなメッセンジャ
ーを用いたモバイルメッセージングサービスは、多者間のチャットと音声チャットをサポ
ートし、イメージ、動画などのようなファイルの送信もサポートする。
【０００３】
　モバイルメッセージングサービスでは、サービスの受給者であるユーザが、他のユーザ
の連絡先を用いて、当該他のユーザに対して、自己との間で友達関係が設定された対象者
を意味する「メンバー」となる様に招待し、招待された他のユーザが招待リクエストを受
諾する場合、当該ユーザのメンバー（友だち）として追加及び登録される。
【０００４】
　このように従来のモバイルメッセージングサービスは、相対の関係を通じて得られる連
絡先情報に基づいてのみメンバー(友だち)の追加登録がなされるという制限的環境下でな
されていたため、サービス側面において限界があった。
【０００５】
　本明細書では、メッセージングサービスにおいて、ユーザが連絡先を知らなかった相手
方をもメンバー（友だち）として追加することが可能なシステム及び方法を、提供する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、モバイル基盤のメッセージングサービスにおいて、グループ機能を用
いる新規なメンバー管理環境を提供することのできるメッセージングサービスシステム及
び方法を、提供することである。
【０００７】
　本発明の他の目的は、ユーザが連絡先を保有していない他のユーザに対してもメンバー
（友だち）として追加することにより、メンバー追加機能を拡張することのできるメッセ
ージングサービスシステム及び方法を提供する。
【０００８】
　本発明の更なる目的は、或るユーザがメンバー（友だち）を集めてグループを生成した
場合には、その後、当該グループに属する構成員であれば誰でも、他のメンバー（友だち
）を当該グループに招待することが可能なメッセージングサービスシステム及び方法を提
供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　開示されたメッセージングサービスは、ユーザのリクエストに応じてグループを生成し
、当該ユーザ及び当該ユーザによって指定された少なくとも１人のメンバーをグループの
構成員として登録する登録部と、構成員にグループの情報を公開するとともに当該グルー
プに対して新たな構成員を追加する権限を付与する管理部とを備える。ここで、登録部は
、構成員によって指定された少なくとも１人の他のメンバーをグループの構成員として追
加し、管理部は、ユーザが登録したメンバーリスト及びグループリストを同時に表示して
もよい。
【００１０】
　登録部は、グループに対してユーザが自己への連絡先を当該グループの構成員に対して
公開するかどうかを設定する機能を有しても良く、管理部は、ユーザが連絡先の公開を許
容した場合、グループの構成員に連絡先を公開してもよい。
【００１１】
　登録部は、グループに関連する名前、写真、アイコンの中から選択される少なくとも１
つのグループ情報の入力を受ける機能を有していても良い。
【００１２】
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　管理部は、グループの構成員に対して、グループに関連するグループ情報の編集権限，
及び、グループから脱退する権限のうち少なくとも１つを付与してもよい。
【００１３】
　管理部は、グループリストまたはメンバーリストによって選択されたメンバーに対して
メンバーが連絡先の公開を許容した場合、メンバーの連絡先を公開してもよい。
【００１４】
　管理部は、ユーザから入力されたキーワードに基づいてメンバーリスト及びグループリ
ストを対象に統合検索を実施してもよい。
【００１５】
　管理部は、ユーザについての情報を登録した他のメンバーのリスト及びユーザ以外の他
のメンバーが登録したグループのリストを同時にユーザの端末上に表示してもよい。
【００１６】
　登録部は、他のメンバーが登録したグループのリストにそのグループ情報が含まれたグ
ループを、ユーザに関連するグループリストに追加してもよい。
【００１７】
　管理部は、ユーザが、グループに属する少なくとも１人の構成員または構成員全体につ
いての情報を、特定のメンバーと共有する機能を提供してもよい。ここで、少なくとも１
人の構成員または構成員全体についての情報は、メンバーに関連するメンバーリストまた
はグループリストに追加されてもよい。
【００１８】
　管理部は、構成員が連絡先の公開を許容した場合、構成員の連絡先をメンバーに公開し
てもよい。ここで、構成員の連絡先は、メッセージングサービスシステム上に格納された
り、メンバーのモバイル端末上に格納されてもよい。
【００１９】
　開示されたモバイル端末は、モバイル基盤のメッセージングサービスを提供するメッセ
ージングサービスシステムに接続してユーザとのイントレクションを介してメッセージン
グサービスに関連するサービス画面を表示するインタフェース部を備える。ここで、サー
ビス画面には、ユーザ及び当該ユーザが指定した少なくとも１人のメンバーを構成員とす
るグループを登録する機能と、当該ユーザが登録したメンバーリスト及びグループリスト
を同時に表示する機能が提供されても良い。この場合、構成員は、少なくとも１一人の他
のメンバーをグループの構成員として追加する権限が与えられてもよい。
【００２０】
　開示されたメッセージングサービス方法は、ユーザのリクエストに応じてグループを生
成してユーザ及びユーザによって指定された少なくとも１人のメンバーをグループの構成
員として登録する登録ステップと、構成員にグループの情報を公開して、グループに対す
る新たな構成員の追加権限を付与する管理ステップとを含む。ここで、登録ステップは、
構成員によって指定された少なくとも１人の他のメンバーをグループの構成員として追加
する。
【００２１】
　管理ステップは、ユーザが登録したメンバーリスト及びグループリストを同時に表示し
てもよい。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によると、メッセージングサービスにおいて、各ユーザのメンバーがグループ単
位で登録及び管理されるので、従来とは差別化されたメンバー管理を、行うことができる
。さらに、グループを生成したユーザの他にもグループに属する構成員であれば、誰でも
、当該グループへ他のユーザ（当該構成員のメンバー）を招待することができるためメン
バー追加が波及的になされてメンバーの範囲が拡大し得る。
【００２３】
　また、ユーザやグループの構成員が自身の連絡先をグループに公開することによって、
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メンバー間で容易に電話番号やＥメールアドレスなどを交換することができ、よって、互
いの連絡先を交換する機会が提供され得る。すなわち、互いに連絡先を有していない人同
士も、グループという繋ぎによって結び付けられ、同じグループのメンバーであれば本人
が許容する場合、サービス内の名前／ＩＤだけではなく、電話番号、Ｅメールアドレスな
どを容易に共有することができる。
【００２４】
　そして、メッセージングサービスにおいて、メンバー間で添付ファイル機能を用いるこ
とにより、他のメンバーの情報をグループ単位で共有することによって、グループに属す
るメンバーでなくても、グループの情報を共有することが可能となる。したがって、グル
ープを介して容易に多くのメンバー間が結び付けられ、より簡単かつ容易に互いに連絡で
きるコミュニケーションツールを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一実施形態に係るメッセージングサービスシステムの全般的な環境を説
明するための図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るメンバー（友だち）をグループ単位で登録及び管理す
るメッセージングサービスシステムの内部構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態に係るグループを登録するサービス画面の一例を示す図であ
る。
【図４】本発明の一実施形態に係るグループを登録するサービス画面の一例を示す図であ
る。
【図５】本発明の一実施形態に係るグループを登録するサービス画面の一例を示す図であ
る。
【図６】本発明の一実施形態に係る「個別的友だちリスト」と「友だちグループリスト」
を同時に表示するサービス画面の一例を示す図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る「個別的友だちリスト」と「友だちグループリスト」
を編集するサービス画面の一例を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る「個別的友だちリスト」と「友だちグループリスト」
を編集するサービス画面の一例を示す図である。
【図９】本発明の一実施形態に係る「個別的友だちリスト」と「友だちグループリスト」
を編集するサービス画面の一例を示す図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る「個別的友だちリスト」と「友だちグループリスト
」を編集するサービス画面の一例を示す図である。
【図１１】本発明の一実施形態に係る連絡先情報の公開を許容したメンバーのポップアッ
プレイヤを提供するサービス画面の一例を示す図である。
【図１２】本発明の一実施形態に係る「個別的友だちリスト」と「友だちグループリスト
」からチャットの相手を選択するサービス画面の一例を示す図である。
【図１３】本発明の一実施形態に係る「個別的友だちリスト」と「友だちグループリスト
」からチャットの相手を選択するサービス画面の一例を示す図である。
【図１４】本発明の一実施形態に係るチャット中であるメンバーとグループの情報及びグ
ループ内構成員の情報を共有するサービス画面の一例を示す図である。
【図１５】本発明の一実施形態に係るチャット中であるメンバーとグループの情報及びグ
ループ内構成員の情報を共有するサービス画面の一例を示す図である。
【図１６】本発明の一実施形態に係る「推薦された友だちのリスト」と「推薦されたグル
ープのリスト」を同時に表示するサービス画面の一例を示す図である。
【図１７】本発明の一実施形態に係るメンバーをグループ単位で登録及び管理するメッセ
ージングサービス方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施形態を添付する図面を参照しながら詳細に説明する。
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【００２７】
　図１は、本発明の一実施形態に係るメッセージングサービスシステムの全般的な環境を
説明するための図である。図１は、メンバー追加の概念を拡張したメッセージングサービ
スシステム１００を示している。
【００２８】
　本実施形態に係るメッセージングサービスシステム１００は、モバイル通信環境を基盤
としたメッセージングサービスを提供するメッセンジャーサーバの役割を行う。ユーザは
、モバイル端末にサービス専用アプリケーション（スマートフォンアプリケーション、フ
ューチャーフォンＶＭ（Ｖｒｔｕａｌ　Ｍａｃｈｉｎｅ）など）をインストールすること
によって、メッセージングサービスシステム１００から提供されるメッセージングサービ
スを使用して、メンバーとメッセージやデータを交換する。
【００２９】
　メッセージングサービスでは、ユーザが相手の連絡先を用いて自身のメンバー（友だち
）となる様に招待し、招待された相手が当該ユーザの招待リクエストを受諾した時に、当
該相手が、当該ユーザと友達関係を設定された対象者を意味するメンバー（友だち）とし
て、追加及び登録される。本明細書において、電話番号、Ｅメールアドレスなど、モバイ
ル端末の電話帳に登録された全ての情報を、連絡先情報と定義する。さらに、本実施形態
のメッセージングサービスでは、ユーザがグループを生成して連絡先を知っている一人以
上のメンバー（友だち）を当該グループへ招待する場合、当該ユーザ及び当該ユーザが招
待したメンバー（当該ユーザの招待を受諾したメンバー）を構成員とするグループが、登
録される。例えば、ユーザがグループを登録してメンバー１、２、３を当該グループに追
加すると、グループを登録したユーザとメンバー１、２、３が、当該グループの一次構成
員１０１になる。ここで、一次構成員１０１には、当該ユーザによって生成されたグルー
プが公開されて、新たな構成員を当該グループに追加する権限が付与される。すなわち、
一次構成員１０１は、自身が属するグループに対して、連絡先を知っている一人以上の他
の自己のメンバー（友だち）を招待してもよい。ここで、一次構成員１０１の招待を受諾
したメンバー（友だち）は、当該グループの２次構成員１０２として登録される。２次構
成員１０２も、同様に、新たな構成員を当該グループに追加する権限を有するようになる
ので、自己が連絡先情報を知っている自己のメンバー（友だち）を、当該グループの新た
な構成員として追加してもよい。前述したように、メッセージングサービスシステム１０
０は、メンバー（友だち）をグループ単位で登録し、グループの構成員であれば誰でも当
該グループの新たな構成員を追加できるようにするコミュニケーションツールを、提供す
る。図１は、説明の便宜上、グループの構成員に対するデプス（ｄｅｐｔｈ）を区別して
いるが、これに限定されない。グループを登録したユーザを除いた残りの構成員について
は、デプスが存在しなくても良いし、当該グループを登録したユーザのデプスとは異なる
構造を有しても良い。
【００３０】
　サービス専用アプリケーションがインストールされたモバイル端末（図示せず）は、メ
ッセージングサービスシステム１００に接続して、ユーザとの対話を通じて行われるメッ
セージングサービスに関連するサービス画面を表示するインタフェースとして、構成され
る。ここで、モバイル端末は、タブレット、スマートフォンなどメッセージングサービス
システム１００に接続可能な全ての通信端末を意味する。モバイル端末には、メッセージ
ングサービスシステム１００に接続するためのプロセスとメッセージングサービスを用い
るためのユーザインタフェース（ＵＩ）のみが要求され、メンバー（友だち）をグループ
単位に登録して管理するサービス全般についての実質的処理は、メッセージングサービス
システム１００が行う。以下、メッセージングサービスシステム１００から提供されるメ
ッセージングサービスに関連してモバイル端末に表示されるサービス画面を、具体的に説
明する。モバイル端末のオペレーティングシステム（例えば、アンドロイド、ＷｉｎＣＥ
など）や使用環境（ｗｅｂ／ｗａｐ、サービス専用アプリケーションなど）によってサー
ビス画面の構成や機能が異なることもある。以下で説明するサービス画面は、モバイル専
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用アプリケーションを通したサービス画面であるが、サービス画面の例はこれに限定され
るのではなく、事情に応じて、サービス画面の構成や機能、フローなどは変更され得る。
【００３１】
　図２を参照して、本実施形態に係るメッセージングサービスシステムの内部構成を詳細
に説明する。
【００３２】
　図２は、本発明の一実施形態に係る、メンバーをグループ単位で登録及び管理するメッ
セージングサービスシステム２００の内部構成を示すブロック図である。図２に示すよう
に、一実施形態に係るメッセージングサービスシステム２００は、メンバー登録部２１０
及びメンバー管理部２２０を備えてもよい。
【００３３】
　メンバー登録部２１０は、ユーザに関連するメンバー（以下、「友だち」と称する）を
登録する役割を行う。ここで、友だちには、当該ユーザのモバイル端末に連絡先情報が格
納されているか、又は、相互に連絡先情報を有しているが為に、自動的に友だちとして登
録されたメンバーや、「推薦された友だち」の中から当該ユーザによって追加されたメン
バーや、当該ユーザが連絡先情報を直接入力することによって登録されたメンバーが、含
まれる。ここで、自己のモバイル端末に当該ユーザの連絡先情報を格納しているメンバー
，又は、当該ユーザを友だちとして招待したメンバーが、「推薦された友だち」とされて
も良い。当該ユーザが或るメンバーを友だちとして登録した時には、当該ユーザは、当該
メンバーに対しては、「推薦された友だち」として現れることとなる。メンバー登録部２
１０は、当該ユーザからのリクエストに応じてグループを生成し、当該ユーザ及び当該ユ
ーザによって指定された友だちを、グループの構成員として登録する。ここで、上記「推
薦された友だち」と同様に、当該グループが、当該グループの構成員として登録された友
だちに対して、「推薦されたグループ」として提示されても良い。すなわち、メンバー登
録部２１０は、当該ユーザがグループの構成員に指定しようとする一人以上の友だちを選
択することを可能にさせる機能を、提供する。また、メンバー登録部２１０は、グループ
の構成員と指定された友だちを削除又は追加する編集機能と、登録されたグループを削除
又は修正する編集機能を、提供してもよい。また、メンバー登録部２１０は、ユーザに対
して、グループ登録時に当該ユーザが自身の連絡先情報を公開するかどうかを設定する機
能と、グループ情報を入力する機能を、提供してもよい。ここで、グループ情報は、登録
しようとするグループの名前、写真、アイコンなどを含んでもよい。また、メンバー登録
部２１０は、「推薦されたグループ（ここでは、当該ユーザ以外の者からのリクエストに
よって生成されて当該ユーザを構成員として登録しているグループをいう）」に含まれる
グループの構成員を当該ユーザの友だちとして追加する機能を、提供してもよい。メンバ
ー登録部２１０は、グループを登録する処理全般を管理し、それに関連するサービス画面
を提供する。
【００３４】
　メンバー管理部２２０は、グループの構成員として登録されたメンバー（友だち）に対
して、当該グループの情報を公開し、当該メンバー（友だち）に対して、当該グループに
構成員を追加できる権限を、付与してもよい。ここで、グループの構成員として登録され
たメンバー（友だち）は、一人以上の他のメンバー（友だち）を選択して、自身が構成員
として登録されたグループに対して、新たな構成員として追加することができる。また、
メンバー管理部２２０は、グループの構成員として登録されたメンバー（友だち）に対し
て、当該メンバー（友だち）を登録したユーザによって入力された当該グループについて
のグループ情報を編集する権限、当該グループから脱退する権限などを、付与してもよい
。また、メンバー管理部２２０は、ユーザがグループを登録するとき自身の連絡先情報の
公開を許容した場合には、当該グループの構成員に対して、当該ユーザの連絡先情報を公
開してもよい。また、メンバー管理部２２０は、或るユーザによってメンバー（友だち）
として登録された他のユーザのリスト（以下、「個別的友だちリスト」と称する）及び当
該ユーザからのリクエストによって登録されたグループのグループ情報を列挙したリスト
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（以下、「友だちグループリスト」と称する）を同じ画面へ同時に表示する機能を、提供
する。ここで、「個別的友だちリスト」には、当該ユーザのモバイル端末に連絡先情報が
格納されているか、又は、相互に連絡先情報を有しているが為に、自動的に友だちとして
登録されたメンバーや、「推薦された友だち」の中から当該ユーザによって追加されたメ
ンバーや、当該ユーザが連絡先情報を直接入力することによって登録されたメンバーなど
についての情報が含まれる。「友だちグループリスト」は、ユーザによって生成されたグ
ループ、「推薦されたグループ」の中から当該ユーザによって追加されたグループなどに
ついてのグループ情報及びその構成員についての情報が、含まれてもよい。また、メンバ
ー管理部２２０は、その情報が「友だちグループリスト」または「個別的友だちリスト」
に含まれているメンバー（友だち）のうち、連絡先情報の公開を許容したメンバー（友だ
ち）の当該連絡先情報を公開する機能を、提供してもよい。また、メンバー管理部２２０
は、ユーザがメンバー（友だち）を検索するために入力したキーワードに基づいて「友だ
ちグループリスト」または「個別的友だちリスト」を対象に統合検索を実施する機能を提
供してもよい。また、メンバー管理部２２０は、当該ユーザをメンバー（友だち）として
登録した他のユーザのリスト（以下、「推薦された友だちのリスト」と称する）及び他の
ユーザによって生成されて当該ユーザが構成員として登録されたグループのリスト（以下
、「推薦されたグループのリスト」と称する）を同じ画面に同時に表示する機能を提供し
てもよい。ここで、当該ユーザが「推薦された友だちのリスト」にその情報が含まれる他
のユーザを友だち（メンバー）として登録すると、当該他のユーザの情報が、「推薦され
た友だちのリスト」から削除された後、当該ユーザの「個別的友だちリスト」に追加され
る。同様に、当該ユーザが「推薦されたグループのリスト」にその情報が含まれるグルー
プに対して当該ユーザ自身を構成員として登録することをリクエストすると、当該グルー
プについての情報が「推薦されたグループのリスト」から削除されて、当該ユーザの「友
だちグループリスト」に追加される。また、メンバー管理部２２０は、グループに属する
構成員の全員または当該ユーザによって選択された何人かの構成員についての情報を、当
該ユーザが特定のメンバー（友だち）と共有できる機能を、提供してもよい。例えば、ユ
ーザが、特定のメンバー（友だち）とチャットしている間に、添付ファイル機能を用いて
、「友だちグループリスト」から特定のグループ又は特定グループ内の構成員を選択した
場合、選択されたグループ又は構成員の名前又はＩＤが、当該メンバー（友だち）に送信
されても良い。ここで、当該メンバー（友だち）にその情報が送信された構成員又はグル
ープは、当該メンバー（友だち）の「個別的友だちリスト」又は「友だちグループリスト
」に自動追加される。他の例として、ユーザが、特定のメンバー（友だち）とチャットし
ている間に、添付ファイル機能を用いて、「友だちグループリスト」から特定のグループ
又は特定グループ内の構成員を選択した場合、選択されたグループの全構成員又は選択さ
れた構成員の連絡先情報が、これら各構成員が連絡先情報の共有を許容していることを条
件に、当該メンバー（友だち）に送信されてもよい。ここで、当該メンバー（友だち）に
送信された構成員の連絡先情報は、メッセージングサービスシステム２００に格納されて
もよいし、当該友だちのモバイル端末に格納されてもよい。
【００３５】
　以下、サービス画面の構成及び機能について、詳細に説明する。
【００３６】
　図３から図５は、本発明の一実施形態に係る、グループを登録するサービス画面の例を
示す。
【００３７】
　図３に示されるように、友だち追加機能を提供するサービス画面３００は、「友だち追
加」メニュー３０１、及び、「グループ追加（Ａｄｄ　ａ　Ｇｒｏｕｐ）」メニュー３０
２を含む。ここで、「友だち追加」メニュー３０１は、個々のユーザを追加するためのペ
ージにリンクし、「グループ追加（Ａｄｄ　ａ　Ｇｒｏｕｐ）」メニュー３０２は、グル
ープを生成して個々のユーザを当該グループに登録するための「グループ追加（Ａｄｄ　
ａ　Ｇｒｏｕｐ）」ページ４００にリンクしている。
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【００３８】
　ユーザが図３に示されるサービス画面３００上で「グループ追加（Ａｄｄ　ａ　Ｇｒｏ
ｕｐ）」メニュー３０２にタッチすると、サービス画面３００は、図４に示すように、「
グループ追加（Ａｄｄ　ａ　Ｇｒｏｕｐ）」ページ４００に切り替わる。「グループ追加
（Ａｄｄ　ａ　Ｇｒｏｕｐ）」ページ４００は、「アイコン追加」メニュー４０１、「名
前入力」メニュー４０２、「構成員追加（Ｍｅｍｂｅｒ）」メニュー４０３などを含む。
ここで、「アイコン追加」メニュー４０１は、生成されるグループを象徴するアイコン又
は写真を設定する機能を、提供する。「アイコン追加」メニュー４０１がタッチされると
、写真を追加するためのアクションシートが、提示される。「アイコン追加」メニュー４
０１を通じて追加されたアイコン又は写真は、その後で、削除又は編集され得る。また、
「名前入力」メニュー４０２は、グループの名前を入力する為の入力ウインドウ，及び、
オンスクリーンキーボードＯＳＤを、提示する。構成員追加メニュー４０３は、グループ
の構成員を追加及び登録する機能を提供する。「名前入力」メニュー４０２がタッチされ
ると、友だちのリストが、モーダルフォーマットで表示される。また、「構成員追加（Ｍ
ｅｍｂｅｒ）」メニュー４０３は、テキストを入力するための入力ウインドウを提示し、
当該入力ウインドウを通じて入力されたテキストをキーワードとして用いる検索をサポー
トしてもよい。例えば、「構成員追加（Ｍｅｍｂｅｒ）」メニュー４０３を通じてテキス
トが入力されると、メンバー（友だち）の名前やメールアドレスなどを含む前方一致検索
結果のリストが、「グループ追加（Ａｄｄ　ａ　Ｇｒｏｕｐ）」ページ４００の下段に提
示される。当該前方一致検索結果のリストからメンバーが選択されると、選択されたメン
バー（友だち）の名前が、「構成員追加（ｍｅｍｂｅｒ）」欄５０１（図５）に入力され
る。
【００３９】
　図５は、二人のメンバー（友だち）がグループの構成員として追加される際の「グルー
プ追加（Ａｄｄ　ａ　Ｇｒｏｕｐ）」ページ５００の状態を示す。図５に示されるように
、「グループ追加（Ａｄｄ　ａ　Ｇｒｏｕｐ）」ページ５００の「構成員追加」欄５０１
には、当該グループの構成員として追加されたメンバー（友だち）の名前が列挙される。
ここで、「構成員追加」欄５０１内でユーザが構成員として追加されたメンバー（友だち
）の名前をタッチすると、名前部分の色が変わり、「削除」メニューを含むように構成さ
れた吹き出しが、表示される。すなわち、ユーザが特定メンバー（友だち）を選択するこ
とによって表示された吹き出しをタッチすると、対応するメンバー（友だち）が「構成員
追加（ｍｅｍｂｅｒ）」欄５０１から削除される。そして、アイコン、写真、名前などに
よって例示されるグループ情報の入力及び構成員の追加が完了すると、これらの情報を格
納するための「格納（ｓａｖｅ）」メニュー「格納（ｓａｖｅ）」メニュー５０２が、「
グループ追加（Ａｄｄ　ａ　Ｇｒｏｕｐ）」ページ５００内に表示される。ユーザがこの
「格納（ｓａｖｅ）」メニュー５０２をタッチすると、「構成員追加（ｍｅｍｂｅｒ）」
欄５０１に名前が入力されたメンバー（友だち）が、当該グループの構成員として登録さ
れ、当該ユーザによって生成されたグループが、格納される。グループが格納されると、
「個別的友だちリスト」及び「友だちグループリスト」を表示するサービス画面が表れる
。当該グループの構成員として追加されたメンバー（友だち）に対して当該ユーザからの
招待を知らせるために、当該メンバー（友だち）のモバイル端末においてポップアップメ
ッセージを実行させてもよい。ここで、当該ユーザがグループの生成時に自身の連絡先情
報の公開を許容した場合、当該グループの構成員に当該ユーザの連絡先情報が公開される
。当該メンバー（友だち）は、グループへの招待を受諾するまで、「友だちグループリス
ト」中の保留リストに表示されるように、分類される。当該メンバー（友だち）は、当該
グループへの招待を受諾すると、当該グループの構成員のリストに追加される。
【００４０】
　図６は、ユーザによって登録された友だちのリストを表示する「友だち（Ｆｒｉｅｎｄ
）」ページ６００を示す。図６に示されるように、「友だち（Ｆｒｉｅｎｄ）」ページ６
００は、当該ユーザによって登録された「友だちグループリスト」６０１，及び、当該ユ
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ーザによって登録された「個別的友だちリスト」６０２を、同時に表示する。ここで、「
友だちグループリスト」６０１にその情報が含まれるグループの全構成員のうち、当該ユ
ーザによって直接招待された構成員の情報は、「友だちグループリスト」６０１及び「個
別的友だちリスト」６０２の双方に表示され、他の構成員によって招待された構成員の情
報は、「友だちグループリスト」６０１のみに表示される。また、「友だち（Ｆｒｉｅｎ
ｄ）」ページ６００には、「友だちグループリスト」６０１にその情報が含まれるグルー
プに属する構成員を表示するためのページにリンクしたメニューが提示されても良い。ま
た、「友だち（Ｆｒｉｅｎｄ）」ページ６００には、「個別的友だちリスト」６０２の各
項目欄に書き込まれるユーザアイコン、名前、状態メッセージなどが表示されても良い。
対応する欄がタッチされた場合には、タッチされたメンバー（友だち）とチャットするた
めの画面，又は、当該メンバー（友だち）のポップアップレイヤが、表示されても良い。
「友だち（Ｆｒｉｅｎｄ）」ページ６００は、リストからメンバー（友だち）を検索する
ための検索バー６０３を備えていてもよい。ここで、検索バー６０３は、ユーザによって
入力されたキーワードに基づいて「友だちグループリスト」６０１及び「個別的友だちリ
スト」６０２を対象に統合検索を実施する機能を提供しても良い。
【００４１】
　図７から図１０は、本発明の実施形態に係る、「個別的友だちリスト」及び「友だちグ
ループリスト」を編集するサービス画面の例を示す。
【００４２】
　図７は、「個別友だちリスト」７０２及び「友だちグループリスト」７０１をユーザが
編集できる「友だち（Ｆｒｉｅｎｄ）」ページ７００を示す。「友だちグループリスト」
７０１又は「個別的友だちリスト」７０２が編集モードにある間にボタンが押下されると
、対応するリスト用のリスト削除ボタンが、「友だち（Ｆｒｉｅｎｄ）」ページ７００上
に表示される。例えば、「友だちグループリスト」７０１が編集モードにある場合、「ｌ
ｅａｖｅ」ボタン７０３が表示される。ユーザがこの「ｌｅａｖｅ」ボタン７０３を押下
すると、対応するグループの情報が「友だちグループリスト」７０１から削除されて、当
該ユーザが対応する該当グループの構成員から排除される。「個別的友だちリスト」７０
２が編集モードにある場合、「ｂｌｏｃｋ」ボタン７０４が表示される。ユーザがこの「
ｂｌｏｃｋ」ボタン７０４を押下すると、対応する友だちの情報が「個別的友だちリスト
」７０２から削除されて、削除された友だちを管理するブロックリストに格納される。
【００４３】
　ユーザが図６に示される「友だち（Ｆｒｉｅｎｄ）」ページ６００の「友だちグループ
リスト」６０１から特定のグループを選択すると、サービス画面は、図８に示されるよう
に、当該グループの構成員のリストを表示する「グループ構成員」ページ８００に切り替
わる。グループ構成員ページ８００の上端のバー上には、例えば、グループの名前、写真
、アイコンなどといったグループに関連するグループ情報，及び構成員数が、表示される
。また、「グループ構成員」ページ８００上には、当該グループへの招待を受諾した構成
員のリスト８０１、招待に応じないメンバー（友だち）の情報を含む「保留（ｐｅｎｄｉ
ｎｇ）」リスト８０２が、相互に独立して表示されてもよい。ここで、「保留（ｐｅｎｄ
ｉｎｇ）」リスト８０２に対しては、招待を行ったユーザが招待を取り消すことのできる
「ｃａｎｃｅｌ」メニュー８０３が表示される。ここで、特定のメンバー（友だち）につ
いて「ｃａｎｃｅｌ」メニュー８０３がタッチされると、当該メンバー（友だち）の情報
が当該グループの「保留（ｐｅｎｄｉｎｇ）」リスト８０２から削除されて、当該メンバ
ー（友だち）を推薦するリストからも削除される。また、「グループ構成員」ページ８０
０上には、ユーザが意中のメンバー（友だち）を当該グループの構成員として追加できる
ように、「メンバー追加」メニュー８０４が備えられている。また、「グループ構成員」
ページ８００上には、グループに対する機能モードを提供するための設定メニュー８０５
が、備えられている。「グループ構成員」ページ８００上において設定メニュー８０５が
タッチされると、図９に示されるように、当該グループに関連するメニューを含むアクシ
ョンシート９００が提示される。ここで、アクションシート９００は、グループを編集す
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るための「グループ編集」メニュー９０１、及び、「友だちグループリスト」から特定の
グループを削除するための「グループ削除」メニュー９０２を含む。ユーザが図９に示さ
れたアクションシート９００において「グループ編集」メニュー９０１をタッチすると、
サービス画面が、図１０に示される「グループ編集（Ｅｄｉｔ　Ｇｒｏｕｐ）」ページ１
０００に切り替わる。ここで、「グループ編集（Ｅｄｉｔ　Ｇｒｏｕｐ）」ページ１００
０は、グループのアイコンまたは写真を編集するためのアイコン編集メニュー１００１、
グループの名前を編集するための名前編集メニュー１００２、グループの構成員を追加／
削除／変更するための構成員編集メニュー１００３などを、表示する。
【００４４】
　図１１は、本発明の実施形態に係る、連絡先情報の公開を許容したユーザのポップアッ
プレイヤ１１００を提示するサービス画面を示す。図６に示される「友だち（Ｆｒｉｅｎ
ｄ）」ページ６００の「個別的友だちリスト」６０２，又は図８に示される「グループ構
成員」ページ８００の「招待を受託した構成員のリスト」８０１に含まれる特定のメンバ
ー（友だち）のサムネイルをユーザがタッチすると、サービス画面上に、当該メンバー（
友だち）の情報を開示するポップアップレイヤ１１００が、表示される。ここで、当該メ
ンバー（友だち）の情報として、例えば、当該メンバー（友だち）のサムネイル、フルネ
ーム、状態メッセージ（即ち、当該メンバー(友だち)が入力したメッセージ）などが、ポ
ップアップレイヤ１１００上に表示される。また、当該メンバー（友だち）とのチャット
サービスを提供する「チャット（Ｃｈａｔ！）」メニュー，及び当該メンバー（友だち）
に電話をかけるための「電話」メニューなどが、表示される。また、ユーザがポップアッ
プレイヤ１１００上でサムネイルをタッチすると、当該サムネイルのオリジナルイメージ
が、画面全体に表示される。そして、当該メンバー（友だち）が連絡先情報の開示を許容
している場合には、ポップアップレイヤ１１００上には、当該メンバー（友だち）の電話
番号、Ｅメールアドレスなどのような連絡先情報が、表示される。
【００４５】
　図１２及び図１３は、本発明の実施形態に係る、「個別的友だちリスト」及び「友だち
グループリスト」からチャットの相手を選択するためのサービス画面を示す。
【００４６】
　図１２は、ユーザがチャットをしようとするメンバー（友だち）を選択する「友だち選
択（Ｃｈｏｏｓｅ　Ｆｒｉｅｎｄ）」ページ１２００を示す。「友だち選択（Ｃｈｏｏｓ
ｅ　Ｆｒｉｅｎｄ）」ページ１２００は、図６に示される「友だち（Ｆｒｉｅｎｄ）」ペ
ージ６００と同様に、「友だちグループリスト」１２０１及び「個別的友だちリスト」１
２０２を、相互に独立して表示する。また、項目ごとに選択欄１２０３が表示される。ま
た、「友だち選択（Ｃｈｏｏｓｅ　Ｆｒｉｅｎｄ）」ページ１２００は、「友だちグルー
プリスト」１２０１及び「個別的友だちリスト」１２０２から友だち検索を実行するため
に用いられる検索バー１２０４を備える。ユーザは、検索バー１２０４を用いて検索を実
行することにより特定のグループまたは特定のメンバーを選択しても良いし、選択欄１２
０３の使用を通じて、「友だちグループリスト」１２０１及び「個別的友だちリスト」１
２０２から特定のグループまたは特定のメンバーを選択してもよい。「友だちグループリ
スト」１２０１上で、選択欄１２０３以外の領域がタッチされると、図１３に示されるよ
うに、サービス画面は、グループ内構成員を選択するための「構成員選択」ページ１３０
０に切り替わる。また、「友だち選択（Ｃｈｏｏｓｅ　Ｆｒｉｅｎｄ）」ページ１２００
上には、ユーザによってチャット相手として選択されたメンバー（友だち）の数を示す「
選択されたユーザ」メニュー１２０５が、表示される。ユーザが「友だちグループリスト
」１２０１からグループを選択した場合には、当該グループに属する構成員の数が、「選
択されたユーザ」メニュー１２０５に表示される。
【００４７】
　図１４及び図１５は、本発明の実施形態に係る、ユーザ及び当該ユーザとチャットして
いるメンバー（友だち）がグループの情報及び当該グループの構成員の情報を共有するサ
ービス画面の例を示す。
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【００４８】
　図１４は、チャットウィンドウを表示する「チャット」ページ１４００を示す。チャッ
トページ１４００は、友だちとの間で交換されたメッセージを、新しい順に並べて表示す
る。また、チャットページ１４００上には、当該ユーザがチャットをしている相手である
友だちへデータを送信するために用いられる「添付ファイル」メニュー１４０１が表示さ
れる。当該ユーザが「添付ファイル」メニュー１４０１をタッチすると、関連機能を含む
アクションシート１４０２が、提示される。ここで、アクションシート１４０２は、カメ
ラ撮影によって得られた写真又は動画，若しくは、アルバムに格納された写真又は動画を
送信するための「写真送信」メニュー、音声メッセージを送信するための「音声送信」メ
ニュー、位置情報を送信するための「位置送信」メニュー、電話帳に格納された連絡先情
報を送信するための「連絡先情報送信」メニュー、「個別的友だちリスト」又は「友だち
グループリスト」に含まれたメンバー（友だち）の情報を共有するための「友だち共有」
メニューなどを含む。即ち、当該ユーザは、チャットの相手であるメンバー（友だち）と
、「個別的友だちリスト」に含まれた他のメンバー（友だち）の情報，若しくは、「友だ
ちグループリスト」に含まれるメンバー（友だち）の情報又はグループの情報を共有する
ことができる。また、当該ユーザは、他のメンバー（友だち）が連絡先情報の公開を許容
しているならば、当該メンバー（友だち）と、当該他のメンバー（友だち）の連絡先情報
を共有してもよい。ユーザがアクションシート１４０２上で「友だち共有」メニューをタ
ッチすると、サービス画面は、図１５に示すように、当該ユーザが「個別的友だちリスト
」又は「友だちグループリスト」からメンバー（友だち）又はグループを選択するための
「友だち選択」ページ１５００に切り替わる。ここで、「友だち選択」ページ１５００は
、「友だちグループリスト」１５０１及び「個別的友だちリスト」１５０２を、相互に独
立させて表示する。また、ユーザが現在チャット中であるメンバー（友だち）と共有しよ
うとしている他のメンバー（友だち）又はグループの情報を選択できるように、各項目用
の選択欄１５０３が備えられている。また、「友だち選択」ページ１５００は、それを通
じて「友だちグループリスト」１５０１及び「個別的友だちリスト」１５０２からの友だ
ち検索が実行される検索バー１５０４を備える。「友だちグループリスト」１５０１上で
選択欄１５０３以外の領域がタッチされると、サービス画面が、当該ユーザが当該グルー
プの構成員を選択する「構成員選択」ページ１５１０に切り替わる。構成員選択ページ１
５１０上には、当該グループの全構成員の情報が表示されても良い。各構成員の単位で対
応する構成員を選択するための選択メニューが表示されても良く、構成員全員を選択する
ための「全メンバー追加」メニューが表示されても良い。したがって、ユーザは、グルー
プ，或るグループ中の特定の友だち、又は、メッセージングサービスによって登録した友
だちのうちの何れかのを自由に選択して、添付ファイル機能を通じて、選択された友だち
の名前／ＩＤに加えて連絡先情報を、共有することができる。
【００４９】
　図１６は、ユーザを登録したリストを表示する「推薦（Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄ）」ページ
１６００を示す。図示されるように、「推薦（Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄ）」ページ１６００上
には、他のユーザによって生成されて当該ユーザがその構成員として登録されたグループ
のリストである「推薦されたグループのリスト」１６０１，及び、当該ユーザを友だちと
して登録した他のユーザのリストである「推薦された友だちのリスト」１６０２が、同時
に表示される。ここで、「推薦（Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄ）」ページ１６００上には、当該ユ
ーザを招待したグループがない場合、「推薦されたグループのリスト」１６０１が表示さ
れない。また、「推薦（Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄ）」ページ１６００上には、「推薦されたグ
ループのリスト」１６０１の各項目ごとに、当該ユーザが当該グループの構成員となる為
に登録することを可能とする「ｊｏｉｎ」メニュー１６０３が、表示される。ここで、当
該ユーザが特定のグループについて「ｊｏｉｎ」メニュー１６０３をタッチすると、当該
ユーザの「友だちグループリスト」に当該グループの情報が追加されて、「推薦されたグ
ループのリスト」１６０１から当該グループの情報が削除される。また、推薦リストペー
ジ１６００において、ユーザが「推薦されたグループのリスト」１６０１における何れか
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のグループの情報が表示された領域をスワイプ（ｓｗｉｐｅ）すると、当該ユーザが当該
グループの構成員としての登録を拒絶することのできる「拒絶（ｄｅｎｙ）」メニュー１
６０４が、表示される。ここで、当該ユーザが「拒絶（ｄｅｎｙ）」メニュー１６０４を
タッチすると、当該ユーザが当該グループへの招待を拒絶したことになるので、当該グル
ープの情報が推薦グループリスト１６０１から削除される。また、「推薦（Ｒｅｃｏｍｍ
ｅｎｄ）」ページ１６００上には、「推薦された友だちのリスト」１６０２中にその情報
が表示された特定の他のユーザを当該ユーザの「個別的友だちリスト」に追加できる「追
加（ａｄｄ）」メニュー１６０５が表示される。上記「拒絶（ｄｅｎｙ）」メニュー１６
０４の場合と同様に、当該ユーザが「推薦された友だちのリスト」１６０２中の各ユーザ
の情報が表示された領域をスワイプすると、自己の友だちとしての登録を拒絶できる「拒
絶（Ｂｌｏｃｋ）」メニュー１６０６が表示される。
【００５０】
　図１７は、本発明の一実施形態に係る、メンバー（友だち）をグループ単位で登録及び
管理するメッセージングサービス方法を示すフローチャートである。本実施形態に係るメ
ッセージングサービス方法は、図２を参照して説明したメッセージングサービスシステム
２００によって実行されてもよい。
【００５１】
　ステップＳ１７１０において、メッセージングサービスシステム２００は、ユーザのリ
クエストに応じてグループを生成し、当該ユーザ及び当該ユーザによって指定された友だ
ちを、当該グループの構成員として登録してもよい。ここで、メッセージングサービスシ
ステム２００は、当該グループの構成員として指定されるべき一人以上の友だちを当該ユ
ーザが選択できるようにする機能を、提供する。また、メッセージングサービスシステム
２００は、グループを登録している間に当該ユーザが自身の連絡先情報を公開するかどう
かを設定できるようにする機能を、提供する。また、メッセージングサービスシステム２
００は、グループを登録する際に当該グループの情報，例えば、名前、写真、アイコンな
どを入力する機能を、提供する。
【００５２】
　ステップＳ１７２０において、メッセージングサービスシステム２００は、グループの
構成員として登録された友だちに対して、当該グループを公開するとともに、当該グルー
プに対して新たな構成員を追加する権限を付与する。
【００５３】
　ここで、グループの構成員として登録された当該ユーザのメンバー（友だち）は、自身
が構成員として登録されたグループに対して、一人以上の他のユーザ（自己の友だち）を
選択して、グループの構成員として追加することができる。メッセージングサービスシス
テム２００は、グループの構成員として登録されたメンバー（友だち）に対して、当該グ
ループを生成したユーザによって入力されたグループ情報に対する編集権限や、当該グル
ープから脱退する権限などを付与してもよい。また、メッセージングサービスシステム２
００は、グループを生成したユーザが自身の連絡先情報の公開を許容した場合、当該グル
ープの構成員に当該ユーザの連絡先情報を公開してもよい。また、メッセージングサービ
スシステム２００は、ユーザが登録した「個別的友だちリスト」及び「友だちグループリ
スト」を同じ画面上に同時に表示する機能を提供してもよい。また、メッセージングサー
ビスシステム２００は、「友だちグループリスト」又は「個別的友だちリスト」にその情
報が含まれた友だちのうち、連絡先情報の公開を許容している友だちの連絡先情報を公開
する機能を、提供してもよい。また、メッセージングサービスシステム２００は、ユーザ
が友だち検索のために入力したキーワードに基づいて「友だちグループリスト」又は「個
別的友だちリスト」を対象に統合検索を実施する機能を、提供してもよい。また、メッセ
ージングサービスシステム２００は、当該ユーザをメンバー（友だち）として登録した他
のユーザの情報を含む「推薦された友だちのリスト」及び他のユーザ人によって生成され
てユーザが構成員として登録されたグループの情報を含む「推薦されたグループのリスト
」を、同じ画面に同時に表示する機能を、提供してもよい。また、メッセージングサービ



(15) JP 5380638 B2 2014.1.8

10

20

30

40

50

スシステム２００は、グループを生成したユーザとそのメンバー（友だち）とが、当該グ
ループに属する構成員全体または構成員の一部についての情報を共有する機能を、提供し
てもよい。例えば、当該ユーザが自己のメンバー（友だち）とチャットしている間に、添
付ファイル機能を用いて、「友だちグループリスト」から特定のグループを選択したり、
特定のグループの構成員を選択する場合に、当該メンバー（友だち）と、選択されたグル
ープ又は選択された構成員の名前又はＩＤを共有してもよい。また、ユーザが自己のメン
バー（友だち）とチャットしている間に、添付ファイル機能を用いて、「友だちグループ
リスト」から特定のグループを選択したり、特定のグループの構成員を選択した場合に、
当該メンバー（友だち）と、選択されたグループの構成員又は選択された構成員の連絡先
情報を共有してもよい。
【００５４】
　このように、本発明の実施形態によると、メッセージングサービスにおいて、各ユーザ
のメンバー（友だち）がグループ単位で登録されて管理されるので、従来とは差別化され
たメンバー管理サービスを、提供することができる。さらに、グループを生成したユーザ
の他にもグループに属する構成員であれば、誰でも、当該グループへ他のユーザ（当該構
成員のメンバー（友だち））を招待することができるため、グループの構成員の追加が波
及的になされてメンバー(友だち）の範囲が拡大し得る。また、本発明の実施形態による
と、グループを生成したユーザや当該グループに追加された構成員が自身の連絡先情報を
グループに公開することによって、グループの構成員間で電話番号やＥメールアドレスな
どを容易に交換することができ、よって、互いの連絡先情報を交換する機会が提供される
。そして、本発明の実施形態によると、メッセージングサービスにおいて、添付ファイル
機能を用いることにより、メンバー間でグループ情報を共有することができ、よって、当
該グループに属するメンバーでなくても当該グループの情報が容易に共有し得る。
【００５５】
　上述した本発明の実施形態に係る方法は、多様なコンピュータ手段によって行うことが
できるプログラム命令形態で実現され、コンピュータ読み出し可能媒体に記録されてもよ
い。記録媒体は、プログラム命令、データファイル、データ構造などを単独または組み合
わせたものを含んでもよい。記録媒体及びプログラム命令は、本発明の目的のために特別
に設計して構成されたものでもよく、コンピュータソフトウェア分野の技術を有する当業
者にとって公知のものであり使用可能なものであってもよい。コンピュータ読取可能な記
録媒体の例としては、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク及び磁気テープ
のような磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤのような光記録媒体、フロプティカルディスク
のような磁気－光媒体、及びＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモリなどのようなプログラム
命令を保存して実行するように特別に構成されたハードウェア装置を含んでもよい。プロ
グラム命令の例としては、コンパイラによって生成されるような機械語コードだけでなく
、インタプリタなどを用いてコンピュータによって実行され得る高級言語コードを含む。
上述のハードウェア装置は、本発明の動作を行うために１つ以上のソフトウェアモジュー
ルとして作動するように構成してもよく、その逆も同様である。
【００５６】
　上述したように本発明を限定された実施形態と図面によって説明したが、本発明は、上
記の実施形態に限定されることなく、本発明が属する分野における通常の知識を有する者
であれば、このような実施形態から様々に修正及び変形が可能である。
【００５７】
　したがって、本発明の範囲は、開示された実施形態に限定されて定められるものではな
く、特許請求の範囲及び特許請求の範囲と均等なものなどによって定められるものである
。
【符号の説明】
【００５８】
　２００　　　メッセージングサービスシステム
　２１０　　　メンバー登録部
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　２２０　　　メンバー管理部
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